日本学生支援機構奨学金返還免除申請に係る教育研究活動等の業績証明資料等一覧

　　　　　課程　　　　　　　　　　　　　　専門分野

学籍番号  ２１－　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
※この書類は本研究科での選考用に使用されるもので、本部へ提出はしないため、「業績優秀者返還免除申請書（様式1-1）」とは別個の独立したものとして作成すること。

※奨学金の貸与期間中（修士課程の申請者は修士課程、博士課程の申請者は博士課程の貸与期間中）の業績のみを記入してください。
※記入の際、本研究科において発表・従事した業績か、他部局・学外機関（機関名を記載）において発表・従事した業績かを明記してください。
１）学位論文その他の研究論文
Ａ．学位論文（本研究科修士論文(修士課程)・博士論文(博士課程)）
　　・
Ｂ．その他の研究論文等（論文については査読付きか否かも明記してください）
　　　イ．研究誌、研究年報、学会誌、学術誌への掲載論文
　　　　・

　　　ロ．学会、学術集会での発表論文

　　　　・

ハ．日本学術振興会及び民間財団が公募している競争的資金の獲得
　・
二．学問的達成による総長賞など学内の賞の受賞

　・

ホ．その他の業績
　・
２）大学院設置基準第16条に定める特定の課題についての研究の成果（※本研究科では該当なし）
３）大学院設置基準第16条の2に定める試験及び審査の結果（※本研究科では該当なし）
４）著書、データベースその他の著作物 (１及び２に掲げるものを除く。)
　　Ａ．著書
　　　　・
　　Ｂ．データベース

　　　　・
　　Ｃ．その他の著作物（ソフトウェアの開発等）
　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面へつづく）

５）発明
　　　　・
６）授業科目の成績（成績証明書は申請者全員添付すること。）
７）研究又は教育に係る補助業務の実績（委嘱状(採用通知)の写しを添付すること。）
　  Ａ．リサーチ・アシスタント等による研究活動への貢献
　　　　・

　  Ｂ．ティーチング・アシスタント等による教育活動への貢献
    　　・
Ｃ．科学研究費補助金等による研究活動への貢献

　  　　・

Ｄ．学外での非常勤講師等、教育活動への従事
　　　　・
８）音楽、演劇、美術その他芸術の発表会における成績
　　　　・
９）スポーツの競技会における成績
　　　　・
10）ボランティア活動その他の社会貢献活動の実績
　　　　・
　以上

※上記のうち、業績証明資料の提出が無い事項については、評価の判定が行われない場合があります
ので、ご注意ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人文社会系研究科大学院係）
参考：大学院設置基準第16条　関係

２）大学院設置基準第16条に定める特定の課題についての研究の成果
（修士課程の修了要件） 

第十六条 　修士課程の修了の要件は、大学院に二年（二年以外の標準修業年限を定める研究科、専攻又は学生の履修上の区分にあつては、当該標準修業年限）以上在学し、三十単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該修士課程の目的に応じ、当該大学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、大学院に一年以上在学すれば足りるものとする。 

３）大学院設置基準第16条の2に定める試験及び審査の結果
（博士課程の前期の課程の取扱い） 

第十六条の二 　第四条第四項の規定により修士課程として取り扱うものとする博士課程の前期の課程の修了の要件は、当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場合には、前条に規定する大学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格することに代えて、大学院が行う次に掲げる試験及び審査に合格することとすることができる。 

一 　専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養であつて当該前期の課程において修得し、又は涵養すべきものについての試験 

二 　博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であつて当該前期の課程において修得すべきものについての審査 
